
 
 

 

  

 

２
月
１２
日
（
月
・
振
替
休
日
）
戦

争
さ
せ
な
い
池
田
の
会
は
、
池
田
市
内

で
発
足
８
周
年
記
念
学
習
会
を
行
い
、

４２
名
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

大
阪
平
和
委
員
会
事
務
局
長
の
上
羽

治
雄
さ
ん
が
「
『
今
ど
き
の
若
者
』
と

平
和
運
動
」
と
題
し
て
講
演
。
大
阪
平

和
委
員
会
が
青
年
学
生
部
会
を
設
け
若

者
の
参
加
を
重
視
し
て
活
動
し
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
、
京
都
市
長
選
挙
や
青

年
へ
の
憲
法
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
て
も
青

年
は
憲
法
９
条
と
平
和
を
守
り
た
い
と

い
う
意
識
を
強
く
も
っ
て
お
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
、
物
事
の
多
様
な

見
方
、
「
自
由
」
を
大
切
に
し
、
現
実

主
義
で
タ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
高

さ
を
重
視
す
る
青
年
層
の
特
徴
を
尊
重

す
る
運
動
が
大
切
で
あ
る
こ
と
、
他
方

で
、
１
９
９
０
年
代
半
ば
以
降
に
強
め

ら
れ
た
支
配
層
に
よ
る
平
和
教
育
へ
の

攻
撃
、
教
育
基
本
法
改
悪
の
中
で
侵
略

や
植
民
地
支
配
と
い
う
加
害
の
歴
史
、

地
元
の
戦
争
被
害
の
歴
史
な
ど
を
知
ら

な
い
青
年
が
増
え
て
い
る
現
実
を
踏
ま

え
て
、
教
育
に
自
由
と
ゆ
と
り
を
取
り

戻
し
学
校
教
育
を
再
建
す
る
こ
と
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
含
め
、

私
た
ち
の
運
動
を
青
年
層
に
も
っ
と
見

え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
語 

       

    

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
上
羽
さ
ん
は
、

「
軍
事
費
を
削
っ
て
教
育
へ
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
教
育
機
関
へ
の
支
出
が
先

進
国
中
最
低
水
準
で
あ
る
日
本
の
政
権

が
大
軍
拡
を
す
す
め
、
憲
法
改
悪
を
ね

ら
っ
て
い
る
こ
と
の
問
題
点
を
さ
ま
ざ

ま
な
資
料
を
駆
使
し
な
が
ら
具
体
的
に

話
し
ま
し
た
。 

講
演
の
あ
と
の
質
疑
応
答
で
も
青
年

や
子
ど
も
た
ち
に
戦
争
の
歴
史
を
伝
え

る
こ
と
の
重
要
性
、
若
者
を
固
定
観
念

で
見
な
い
こ
と
、
ガ
ザ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
問
題
を
通
じ
て
若
者
が
戦
争
と
平
和

の
問
題
へ
の
関
心
を
強
め
て
い
る
今
が

若
い
層
を
運
動
に
組
織
す
る
チ
ャ
ン
ス

だ
と
い
う
こ
と
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
講

演
の
あ
と
自
衛
隊
へ
の
一
括
名
簿
提
供

問
題
の
と
り
く
み
な
ど
１
年
間
の
活
動

経
過
を
仲
森
事
務
局
長
が
報
告
し
、

「
平
和
、
い
の
ち
、
く
ら
し
を
壊
し
、

市
民
に
負
担
を
強
い
る
軍
拡
、
増
税
に

反
対
す
る
請
願
署
名
」
に
全
力
で
と
り

く
も
う
と
提
案
し
ま
し
た
。 

《
池
田 

仲
森
会
員
の
報
告
》 

   

１
月
２１ 

日
告
示
ま
で
あ
と
１
週
間

余
と
な
っ
た
京
都
市
長
選
挙…

 

１ 

月

１３
日
ラ
ボ
ー
ル
京
都
４ 

階
第
７
会
議

室
に
お
い
て
、 

立
候
補
を
表
明
し
た

福
山
和
人
さ
ん
を
迎
え
て
、
「
福
ち
ゃ

ん
と
一
緒
に
鬼
退
治
」
と
題
す
る
集
い 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

大
阪
か
ら
も

大
阪
平
和
委
員
会
に
上
羽
事
務
局
長
や

原
水
協
の
仲
間
が
こ
の 

集
い
に
駆
け 

    

    

付
け
ま
し
た
。 

こ
の
集
い
の
あ
と
、

阪
急
西
院
駅
前
に
移
動
し
て
元
気
に 

宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
宣

伝
行
動
に
は
全
労
連
の
小
畑
雅
子
議
長

も
参
加
し 

て
い
て
、
上
羽
事
務
局
長

ら
と
並
ん
で
元
気
よ
く
宣
伝
を
行 

い

ま
し
た
。 

   

 

１
月
３１
日(

水)

午
後
、
上
羽
事
務

局
長
ら
「
市
民
と
科
学
者
の
会
・
大

阪
」
の
メ
ン
バ
ー
は
、
大
阪
公
立
大

学
（
中
百
舌
鳥
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
赴

き
、
辰
巳
砂
学
長
宛
の
「
貴
大
学
の

２
０
２
３
年
度
・
防
衛
省
『
安
全
保

障
技
術
研
究
推
進
制
度
』
へ
の
応

募
・
採
択
に
厳
重
抗
議
し
、
直
ち
に

中
止
・
撤
回
さ
れ
る
よ
う
要
請
し
ま

す
」
と
の
文
章
を
中
嶌
淳
研
究
推
進

課
長
に
手
渡
し
た
上
で
、
抗
議
・
要

請
を
行
い
ま
し
た
。 

《
以
下
は
そ
の
概
略
》 

大
阪
公
立
大
の
応
募
・
採
択
が
、 

「
前
身
の
大
阪
市
大
か
ら
通
算
し
て

３
度
目
で
あ
る
こ
と
は
重
大
、
常
習

化
が
懸
念
さ
れ
る
」
と
指
摘
、
「
『
軍

事
目
的
の
た
め
の
研
究
は
行
わ
な
い
』

と
す
る
日
本
学
術
会
議
声
明
の
本
旨

を
棚
上
げ
に
す
る
こ
と
は
容
認
で
き

な
い
」
と
抗
議
し
、
直
ち
の
中
止
・

撤
回
を
求
め
ま
し
た
。 

 

対
応
し
た
研
究
推
進
課
長
は
、 

「
本
学
の
審
査
基
準
と
審
査
要
綱
に 

も
と
づ
き
適
正
に
応
募
し
た
も
の
で
、 

こ
の
回
答
は
変
わ
ら
な
い
」
と
返
答
。 

さ
ら
に
「
市
民
と
科
学
者
の
会
・

大
阪
」
が
、
①
ど
の
よ
う
な
審
査
を

行
い
、
応
募
を
承
認
さ
れ
た
の
か
、

②
審
査
制
度
と
審
査
委
員
会
の
運
営

方
針
、
メ
ン
バ
ー
構
成
、
③
防
衛
省

委
託
研
究
に
学
生
・
院
生
が
参
加
し

て
い
る
の
か
、
学
生
・
院
生
に
ど
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
の
か
、
④
日

本
学
術
会
議
「
声
明
」（
２
０
１
７

年
）
を
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

お
ら
れ
る
の
か―

「
四
つ
の
質
問
」

に
対
す
る
回
答
を
求
め
る
と
、
研
究

推
進
課
長
は
「
学
長
に
も
伝
え
、
し

か
る
べ
く
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
」

と
答
え
ま
し
た
。 

 

 

 

大
阪
原
水
爆
禁
止
大
阪
府
協
議
会

（
大
阪
原
水
協
）
は
核
兵
器
禁
止
条
約

発
効
３
周
年
の
前
日
の
１
月
２１
日

（
日
）
正
午
か
ら
３０
分
間
に
わ
た
り

天
王
寺
キ
ュ
ー
ズ
モ
ー
ル
前
で
「
核
兵

器
禁
止
条
約
３
周
年
」
宣
伝
・
署
名 

行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
の
行
動

に
は
大
阪
平
和
委
員
会
や
大
阪
労
連
、

天
王
寺
原
水
協
な
ど
か
ら
２５
名
が
参

加
し
ま
し
た
。  

こ
の
行
動
で
は
、
東
住
吉
平
和
委
員

会
の
山
本
訓
子
さ
ん
や
小
川
陽
太
さ
ん

な
ど
７
名
が
マ
イ
ク
を
持
っ
て 

「
核

兵
器
禁
止
条
約
は
核
兵
器
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
条
約
」
、

「
日
本
政
府
は
核
兵
器
禁
止
条 

約
に

参
加
し
て
い
な
い
。
す
み
や
か
に
署

名
・
批
准
す
る
べ
き
だ
」
、
「
日
本
政

府
が
こ
の
条
約
を
批
准
す
れ
ば
核 

兵

器
廃
絶
に
大
き
く
前
進
す
る
」
、
「
戦

争
準
備
、
大
軍
拡
で
は
な
く
核
兵
器
禁

止
条
約
に
参
加
す
べ
き
だ
」
な
ど
と 

訴
え
ま
し
た
。 

こ
の
行
動
を
通
し
て

「
日
本
政
府
は
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署

名
・
批
准
を
」
署
名
が
２１
筆
と
２
２

７
５
円
の 

カ
ン
パ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。 

         

  

大
阪
原
水
協
主
催
の
「
６
・
９
行

動
」
が
２
月
６
日(

火)

正
午
よ
り
近

鉄
上
本
町
駅
前
で
２０
人
の
参
加
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
行
動
の
中
で
、
韓
国
の
留
学

生
３
人
が
立
ち
止
ま
っ
て
く
れ
、
日

本
語
と
朝
鮮
語
で
は
通
じ
な
い
の
で

お
互
い
に
通
じ
る
英
語
を
用
い
て
会

話
を
行
い
、
最
終
的
に
は
ロ
ー
マ
字

で
署
名
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

こ
の
行
動
を
通
し
て
、
「
禁
止
条

約
に
署
名
・
批
准
を
」
署
名
１７
筆
と

同
時
に
訴
え
ら
れ
た
能
登
半
島
地
震

の
被
災
者
救
援
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

       

「『今
時
の
若
者
』と
平
和
運
動
」講
演 

  

京
都
市
長
選
支
援

６
・
９
行
動
米
国
領

事
館
抗
議
東
淀
川
パ

ー
テ
ィ
自
公
両
党
に

要
請 

２０２４年２月２５日(日) 

 

 

軍
事
研
究
止
め
て 

禁
止
条
約
３
周
年

軍
事
研
究
止
め
て 

 

２３４４号 

６
・
９
行
動
元
気
に

禁
止
条
約
３
周
年

軍
事
研
究
止
め
て 

 

 

 

 



  

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
パ
レ
ス
チ

ナ
即
時
停
戦
を
求
め
て
開
会
中
の
大

阪
市
議
会
に
西
晃
会
長
名
で
左
記
の

陳
情
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 
大

阪

市

議

会

 

議

長

様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
  

２
０
２
４
年
２
月
２
日 

 

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
地
区

に
お
け
る
人
道
目
的
の
即
時
停
戦
等

の
実
現
に
関
す
る
決
議
を
求
め
る
陳

情
書 

《
陳
情
理
由
》 

 

イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の

イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
の
軍
事
衝
突

に
よ
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ

地
区
に
お
い
て
、
尊
い
人
命
が
深
刻

な
危
機
的
状
況
に
さ
ら
さ
れ
る
と
と

も
に
、
市
街
地
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
て
い
る
。 

国
連
総
会
で
は
人

道
目
的
で
の
休
戦
を
求
め
る
決
議
も

採
択
さ
れ
て
い
る
。 

よ
っ
て
、
大
阪

市
議
会
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス

の
双
方
を
は
じ
め
と
す
る
全
て
の
当

事
者
、
日
本
政
府
及
び
国
際
社
会
に

対
し
、
一
刻
も
早
い
事
態
の
解
決
に

向
け
て
、
次
の
事
項
を
実
現
す
る
よ

う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 
 

《
陳
情
項
目
》 

１  

人
道
目
的
の
停
戦
及
び
人
質

の
即
時
・
無
条
件
の
解
放  

２ 
 

国
際
人
道
法
を
含
む
国
際
法

の
遵
守  

３ 
 

民
間
人
の
被
害
の
最
小
化
、

人
道
支
援
物
資
の
供
給
を
通

じ
た
人
道
危
機
の
改
善 

 
 
 
 
 
 

 

会
長 

西
晃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

以 

上 

 
  

    
 
 
 
 
  

 
 
 

  

   

１
月
１１
日(

木)

午
後
１２
時
よ
り
大

阪
平
和
委
員
会
、
大
阪
原
水
協
、
大

阪
革
新
懇
、
大
阪
労
連
の
４
団
体
の

呼
び
か
け
で
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
領
事

館
前
で
「
ガ
ザ
に
平
和
を
」
「
ア
メ

リ
カ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
支
援
を 

す
る
な
」
と
抗
議
す
る
集
会
が
４０
人 

の
参 

加
で
実
施
さ
れ
ま
し
た 

上
羽
事
務
局
長
な
ど
５
人
の
弁
士
が

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
を
持
ち
、
「
国
連
総
会

で
即
時
、
人
道
停
戦
を
求
め
る
決
議
案

が
１
５
３
カ
国
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
た
。

し
か
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支
援
し
て
い

る
米
国
が
反
対
し
た
う
え
、
大
量
の
戦

車
用
砲
弾
ま
で
提
供
し
て
い
る
こ
と
に
、

世
界
中
か
ら
怒
り
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
」
な
ど
と
米
国
を
批
判
し
ま
し
た
。 

        

旭
区
総
会
開
催 

旭
区
平
和
の
総
会
が
２
月
４
日

(

日)

開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
３０

人
で
、
９
人
の
欠
席
者
か
ら
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

恒
例
の
参
加
者
全
員
発
言
に
一
時

間
当
て
ら
れ
、
充
実
し
た
会
議
に
な

り
ま
し
た
。 

以
下
は
、
近
藤
理
事
長
の
あ
い
さ

つ
で
す
。 

意
気
高
く
前
進
し
よ
う
！ 

 

① 

金
権
腐
敗
政
治
を
お
わ
ら
せ
よ

う
！
五
年
間
で
４３
兆
円
の
軍
拡

予
算
を
や
っ
て
い
る
時
か
？ 

② 

食
料
安
全
保
障
の
視
点
が
大
事 

・
「
世
界
で
最
初
に
飢
え
る
の

は
日
本
（
東
京
大
学
院
大
学
教

授
鈴
木
宣
弘
）
氏
」 

③ 

日
本
の
食
糧
自
給
率
は
種
や
肥

料
の
自
給
率
の
低
さ
を
考
慮
す 

 

る
と
３８
％
ど
こ
ろ
か 

１０
％
あ

る
か
な
い
か
。
海
外
か
ら
物
流

停
止
し
た
ら
世
界
で
最
も
餓
死

者
が
出
る
。 

仲
間
増
や
し
意
気
高
く
前
進
し
よ

う
！ 

 

  

第 

７３ 

回
戦
争
あ
か
ん
ド
ラ
ム
デ
モ

が
西
淀
川
で
１
月
１９
日
（
金
）
午
後

６
時
３０
分
か
ら
３５
人
が
参
加
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

姫
島
公
園
か
ら
姫
之
里
公
園
へ
デ
モ

し
ま
し
た
。 

姫
島
駅
前
で
は
頑
張

れ
！
と
手
を
振
っ
て
の
応
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
沿
道
の
方
々
や
お
店
の
方

へ
の
ア
ピ
ー
ル
も
満
載
で
し
た
。 

デ

モ
前
の
集
会
で
は
、
矢
野
正
之
西
淀
川

労
連
議
長
が
司
会
を
務
め
、
３
名
が
ス

ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。 

 

門
谷
充
男
戦
争
あ
か
ん
実
行
委
員

長
は
、 

「
２
０
１
５ 

年 

６ 

月
か
ら
戦

争
法
反
対
、
９
月
１９
日
に
強
行
可
決

さ
れ
て
か
ら
は
、
毎
月
１９
日
に
『
戦

争
あ
か
ん
』
の
行
動
を
続
け
て
き
て 

９
年
目
。
戦
争
の
火
種
の
有
る
限
り
、

続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
元
旦
の
能

登
半
島
地
震
、
２
日
の
羽
田
空
港 
で

の
日
航
機
と
海
保
機
の
衝
突
事
故
と
続

き
、
地
震
後
支
援
、
復
興
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
岸
田
政
権
は
支
援

も
後
手
後
手
で
軍
拡
に
走
っ
て
い
る
。

大
阪
維
新
も
、
震
災
支
援
で
な
く
万
博
、

カ
ジ
ノ
に
突
っ
走
っ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
や
ガ
ザ
も
戦
闘
状
態
が
続
い
て
い

る
。
一
人
一
人
が
、
平
和
を
守
れ
、
く

ら
し
を
守
れ
！ 

の
声
を
上
げ
続
け
ま 

し
ょ
う
」
と
開
会
挨
拶
し
ま
し
た
。  

 

姫
島
診
療
所
の
平
桂
子
事
務
長
は
、 

「
自
宅
で
ゆ
っ
く
り
し
て
い
た
と
こ
ろ

に
、
能
登
半
島 

地
震
の
一
報
が
入
っ

た
。
テ
レ
ビ
に
は
現
地
で
の
津
波
や 

火
災
、
断
水
、
揺
れ
続
く
地
震
！ 

民

医
連
が
支
援
に
入
り
、
大
阪
民
医
連
か

ら
も
水
を
運
ん
だ
。
犠
牲
に
な
る
の 

は
い
つ
も
市
民
。
支
援
は
行
け
な
く
て

も
声
は
上
げ
ら
れ 

る
。
自
然
に
抗
う

こ
と
は
難
し
い
が
、
人
間
が
始
め
た
戦 

争
は
止
め
ら
れ
る
。
非
力
で
も
無
力
で

は
な
い
。
今
こ
そ
、
戦
争
反
対
の
声
を

上
げ
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

北
山
良
三
元
市
会
議
員
は
「
能
登
半

島
地
震
で
は
、
共
産
党
は
す
ぐ
対
策
本

部
を
立
ち
上
げ
、
支
援
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
西
淀
川
区
役
所
か
ら
も
２ 

名
が
現
地
に
支
援
に
行
っ
て
い
る
。
自

衛
隊
は
人 

を
殺
す
訓
練
よ
り
、
い
の

ち
を
救
う
災
害
救
助
隊
に
し
た
ら
い
い

の
で
は
な
い
か
。
共
産
党
は
１２
月
に

ア
セ
ア
ン
３
国
を
訪
問
し
た
。
平
和
の

た
め
に
は
国
で
も
地
域
で
も
『
対
話
の

習
慣
』
が
大
事
で
あ
る
。
対
話
を
広
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た  

    

成
人
式
が
１
月
７
日
（
日
）
に
天

王
寺
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。 

 

コ
ロ
ナ
で
成
人
式
も
密
集
を
さ
け

分
割
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
４
年
ぶ
り

に
一
つ
の
会
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

大
変
だ
っ
た
高
校
時
代
を
過
ご
し
た

新
成
人
。
開
会
１
時
間
前
か
ら
、
晴

れ
着
を
身
に
着
け
た
新
成
人
が
は
に

か
み
な
が
ら
、
セ
ン
タ
ー
前
に
集
ま

り
、
「
久
し
ぶ
り
、
元
気
だ
っ
た
？
」

な
ど
声
を
か
け
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
前
の
道
路
は
ま
た
た
く
間

に
、
ク
ラ
ス
会
会
場
と
変
わ
っ
て
い

き
、
２０
歳
を
お
祝
い
す
る
あ
た
た
か

い
会
場
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
わ

た
し
た
ち
は
新
成
人
に
む
け
て
、

「
平
和
な
社
会
を
、
一
緒
に
つ
く
っ

て
い
こ
う
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
テ
ィ

ッ
シ
ュ
、
ホ
カ
ロ
ン
を
一
緒
に
わ
た

し
て
い
き
ま
し
た
。
同
時
に
今
の
願

い
を
シ
ー
ル
投
票
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
一

言
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。 
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       【２０２４年３月行事案内】 

１日(金） ビキニデー、久保山愛吉氏墓前祭 10：30～ 焼津  

３日(日)  万博ストップ府民大集会 14：00 エルシアター  

６日(水）  ６・９行動 12：00 近鉄上本町駅前 

常任理事会 18：00 

９日(土)   なくせ原発集会 14：00 エルシアター  

20日(水) コリアタウンフィールドワーク(西淀川企画) 

      午前 10：00 ＪＲ鶴橋駅集合  

21日(水) 府議会開会日行動 8：30 府庁前 

 

米
国
領
事
館
前
行
動

動 

戦
争
あ
か
ん
！
デ
モ 

パ
レ
ス
チ
ナ
停
戦
陳
情

米
国
領
事
館
前
行
動

動 

天
王
寺
成
人
式
宣
伝 

 


